
5主なかまたち

黒菱こども会



昭
和
引
年
度
補
正
予
算
な
ど
お
議
案
を
可
決
・承
認

魚
津
町
長
就
任
後
、
初
の
議
会

昭
和
臼
年
度
第

2
回
議
会
定
例
会
（
6
月
）
か
ら
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昭

和

引

年

第

2
回

議

会

定

例

会

は

、

会

期

を

6
月

お

日

か
ら
初
固
ま
で
の

8
日

間

と

し

て

開

会

さ

れ

ま

し

た
。

開
会
日
の
お
日
に
は
、

町

長

就

任

の

挨

拶

と

所

信

表
明

の

後

、

昭

和

引

年

度

一

般

、

特
別

会

計

の
補

正

予

算
及

び

朝
日
町
税
条
例
一
部
改
正
の
件
な
ど
包
議
案
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、
議
案
の
細
部
説
明

が

行

わ

れ

ま

し

た
。

そ
し
て
、

自
日
に
上
程
案
件
に
対

す

る

質

疑

を
行

い、

町

政

一
般

に

対

す

る

代
表
質
問
、

一
般
質

問

幻
自
に
は
、

が

行

わ

れ

ま

し

た
。

さ
ら
に
、

羽

田

に

は

各
常

任

委

員

会

が
議

会

か

ら
付

託

さ

れ

た

案

件

を

慎

重

に

審
査

し

た
う

え
、

初

日

の

最
終

日

に

委

員

長

報
告

が

さ

れ

、

質

疑

・

討

論

を
経

て
、

上
程
中

の
全
案
件
は
そ
れ
ぞ

れ

原

案

の

と
お

り

可

決

、

承

認
さ

れ

ま

し

た
。

そ
の
後
、

議

員
提
出
議
案
と
し
て
、

意

見
書

案

3
件

が

追

加

上

程

さ

れ

、

慎

重

審

議

の

結

果

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た
。

な
お
、

請

願

l
件

、

陳

情

3
件

の
審

査

に

つ
い
て
は
、

採
択

2
件
、

継

続

審
査

2
件

と

決
定

8
れ

ま

し
た
。

特
に
人
併
簡
で
配
立
さ
れ
た
い
。

E

給
食
時
間
の
見
直
し
な
ど
、
入

院
患
者
の
快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
笑
織
す
る
な
ど

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
は
評
価
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、

笑
施
に
あ
た
っ
て
は
、

巾忠
者
優
先
の

ヌ
場
を
昭
一
純
一
し
な
が
ら
、
諸
条
件
の

桜
山
川
に
努
め
ら
れ
た
い
。

3

し
尿
の
収
集
が
一
定
時
期
に
集

中
す
る
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
割

り
当
て
投
棄
畳
の

5
パ
ー
セ
ン
ト
地

を
笑
現
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
収
集
時
期
の

4

『
新
庁
舎
で
開
会
さ
れ
た
初
の
鏡
会
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員

総
務
教
育
委
員
会

付
託
楽
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
奈
の
と
い
ね
り
可
決
、
ゆ
小
川
時
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
査
の
泌
総
に
お
い
て
．

次
の
要
望
怠
円
ん
が
あ
リ
ま
し
た
。

－

今
回
提
裟
さ
れ
た
昭
如
刊
印
年
度

制
臼
町

一
般
会
計
Mm疋
チ
貯
併
の
ゆ
也
物

修
締
貨
の
千
円
同
に
は
、
二
以
し
た
万

針
が
欠
け
て
お
リ
、
チ
竹
川
計
J
に
あ

た
っ
て
は
、
内
谷
を
よ
く
吟
味
し
て

今
後
、
』
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

配
t
息
さ
れ
た
い
。

包

最
近
、
他
市
町
村
で
は
、
体
育

施
設
の
利
用
を
街
料
化
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
町
で
は
「町

民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
心
身
の
健
全
化
を
重
要
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
て
、
今
後
と
も
無
料
化

の
方
針
を
堅
持
さ
れ
た
い
。

集
中
化
の
解
消
の
た
め
、
広
報
あ
さ

ひ
等
を
通
じ
て
一
一
喝
の

P
R
に
努
め

ら
れ
た
い
。

4
保
有
料
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

例
年
、
国
の
徴
収
基
準
に
対
す
る
一

絞
財
源
の
補
て
ん
額
に
つ
い
て
議
論

が
集
中
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
局
は
、

町
民
所
得
な
ど
諸
般
の
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
、
基
地
中
他
の
策
定
に
努
め

ら
れ
た
い
。

5

母
子
山
政
の
建
物
は
、
老
桁
化
が

著
し
い
う
え
に
借
地
に
建
設
さ
れ
て

お
リ
、
近
隣
住
民
の
衛
官
望
等
も
踏
ま

え
、
早
急
に
関
係
機
関
と
協
議
し
て
、

解
体
等
の
処
琶
を
綴
じ
ら
れ
た
い
。

陳
情
の

「
箪
人
軍
属
恩
欠
者
の
活

動
賛
助
成
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の

状
況
を
勘
案
し
、
継
続
審
脊
一
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
陳
情
の
「
寝
た
き

り
老
人
用
搬
送
車
」
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
願
意
妥
当
と
認
め
、
総
択
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
象
認
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
t
g
の
過
程
で
次
の
要
望

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

境
簡
易
水
道
の
「
に
ご
り
対
策
」

に
つ
い
て
は
、
原
因
究
明
の
調
査
を

早
急
に
行
い
、

1
日
も
早
く
地
域
住

民
の
不
安
を
解
消
す
る
よ
う
努
め
ら 長

；報｜

t
J
 

3

げ
Am
い
倣
地
の
川県
道
山

人
口

の
計

日
間
変
兇
な
ど
、
当
初
計
酬
を
変
更
す

る
場
合
は
、
事
前
に
所
作
の
安
い
以
会

と
協
議
し
、
問
題
解
決
に
以
内
め
ら
れ

－、。
’’h
b

 

陳
情
の
「
非
骸
・一
片
言
に
つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
楽
し
、
縦
絞
・
孫

併
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
札
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
泳
認
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
貨
の
過
位
で
次
の
要
望

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

保
健
活
動
を
迅
速
的
絡
に
行
う

ニ
と
に
よ
り
予
防
医
療
を
充
実

・
強

化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
泊
病
院
と
保
健
セ
ン
タ
ー

の
連
携
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
り

t
だ
し
。

2
純一
宮
害
街
づ
く
り
の
た
め
、

小

型
徐
雪
機
械
を
導
入
し
、
部
孫
に
貸

与
す
る
な
ど
、
除
雪
対
策
に
努
力
し

て
お
ら
れ
る
の
は
認
め
ま
す
が
、
倒

人
又
は
共
同
で
小
型
除
雪
機
械
を
購

入
し
た
場
合
の
町
単
独
補
助
制
度
の

導
入
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

3

町
の
鋭
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
等
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
創
立
と

工
夫
を
凝
ら
し
、
観
光
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

4
簡
工
業
の
活
性
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
商
工
会
館
前
の
駐
車
場
の

敷
地
面
積
の
拡
大
に
鋭
窓
取
リ
組
ま

れ
た
い
。

翁
旧
制
の

「
わ
が
国
際
業

・
袋
村
の

将
来
方
向
の
明
確
化
な
ら
び
に
米
穀

政
策
の
確
立
、
昭
和
白
年
産
米
の
政

府
賀
入
価
絡
、
昭
和
日
年
産
変
の
政

府四
只
入
価
格
な
ら
び
に
家
作
振
興
対

策
の
機
立
に
つ
い
て
」
は
、
願
意
妥

当
と
認
め
、
係
択
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
調
査

特
別
委
員
会

昭
和
田
年

6
月
の
議
会
定
例
会
で

設
省
さ
れ
た

J
新
庁
舎
建
設
調
査
特

別
委
只
会
H

の
3
年
有
余
に
わ
た
る

審
議
経
緯
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
談
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
調

査
が
す
べ
て
終
了
し
た
こ
と
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

－
議
会
だ
よ
り

＠

議

日

手呈

審
6
月
幻
自

開
会
｛
提
案
段
由
説
明
、

議
案
の
細
部
説
明
）

質
疑

6
日
円
斜
日

6
月
お
日

体
会
（
談
会
運
営
委
員

A
Z）
 

休
会

代
表
質
問
、

呆
K
U
H門会占

6
月
初
日

6
月
幻
臼

6
凡
岱
臼

6
日
付
羽
目

6
月
初
日

一
般
質
問

休
会

委
口
長
報
告
、
討
諭

表
決
、
追
加
上
れ

産

業

建

設

委

員

会

の

副

委

員

長

決

ま

る

山

u
t
昨
仰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
産
業
時
暗

殺
委
託
会
副
委
対
長
に
、
河
村
山
川
光

氏
が
ド
仕
事選
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
も
の

昭

和

引

年

度

補

正

予

算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

－
回
す
）

O
初
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
｛
第

1
号
）

条

例

（
一

部

改

正
）

O
削
明
日
町
税
条
例

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

O
川
明
日
間
臨
時
業
物
の
処
理
及
び
消
掃

に
閲
す
る
条
例

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例

O
朝
日
町
北
幹
集
孫
セ
ン
タ
ー
使
用

料
条
例

。
朝
日
町
消
防
団
条
例

O
朝
日
町
火
災
予
防
条
例

条

例

〈

廃

止

）

O
朝
日
町
新
庁
合
往
設
基
金
粂
例

0 

締築磁
結工谷
に事自
関主主 j合
す築会
る 主 館
｛牛 ｛本 、イ也

工健
本康
3育キ自
負談
契所
約新

そ

σ〉

議

員

O
わ
が
国
農
業

・
農
村
の
将
来
方
向

の
明
確
化
な
ら
び
に
米
殺
政
策
の

確
立
、
昭
和
日
年
産
米
の
政
府
W
H

入
価
絡

・
昭
和
引
年
度
麦
の
政
府

貫
入
価
終
な
ら
び
に
表
作
振
興
対

策
の
波
立
に
関
寸
る
意
見
書

O
地
域
林
業
活
性
化
と
林
業
労
働
力

の
硲
保
と
山
村
振
興
の
た
め
の
意

見
舎

O

「
水
力
発
電
施
政
周
辺
地
域
交
付

金
」
の
交
付
期
聞
の
延
長
に
関
す

る
意
見
終

提

出

議

案

承
認
さ
れ
た
も
の

。
昭
和

ω年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補

正
予
算

（第

ω号
）

O
昭
和
的
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（第

5
号
）

O
昭
和
的
年
度
朝
日
町
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

・
昭
和
引
年
8
月
号

＠



6
月
議
会
で
は
、

7
人
の
議

員

か

ら

お

件

の

質

問

が

あ

り

ま

し

た
。

そ

の

中

か

ら

主

な

も

の

の

概

要

を

紹

介

し

ま

す
。

町
長
の
施
政
方
針

新
総
合
計
画
を
継
承

質

問

町
長
は
、

6
月
設
会
定
例

会
の
婦
が
表
明
の
中
で
‘
米

た
る
べ
き
幻
世
紀
に
向
け
、
町
民
の

英
知
が
結
集
さ
れ
て
出
血
水
上
が

勺
た

『削別

U
町
新
総
A
H
川
州
』
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の

「州別

H
町
新
総
合
山
川
州
』

を
実
現
し
て
い
く
に
は
、
並
々
な
ら

ぬ
努
力
と
の
%
が
必
要
と
思
い
$
手
。

H
．
ハ
体
的
に
は
、
今
後
ど
の
よ
・
ヲ
な

手
順
で
町
政
を
推
進
し
て
い
か
れ
る

42
フ
年
の

3
月
に
策
定
さ
れ

定
、
羽
田
町
新
総
合
計
画
」

側II・I射線合Jt踊

・唾
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、‘・同

し
て
い
き
た
い
と
巧
え
て
い
ま
す
。

予
防
医
療
の
充
実

保
健
活
動
と
連
携

質

問

近
年
の
診
療
は
薬
づ
け
の

医
療
が
進
み
、
国
民
総
医
療

費
が
凶
兆
問
に
も
達
し
、
各
保
険
者

負
担
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
中
継
を
伺
う
泊
病
院

で
は
‘

ζ

の
よ
う
な
4
4
活
体
制
を
改

め
、
予
防
医
療
に
力
点
を
位
〈
必
必

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

保
健
制
と
緊
密
な
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
効
率
的
な
保
健
活
動
を
般
進
す

る
こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の

点
に
つ
い
て
い
か
が
か
．

答

弁

公
的
病
院
の
役
割
り
の
一

つ
で
あ
る
予
防
医
療
の
見
地

か
ら
、
地
時
思
の
保
健
活
動
に
積
極
的

に
参
画
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

泊
病
院
で
も
、
従
来
の
保
健
活
動

w
t
 

お
つ
も
り
か
。

答

弁

町
政
の
指
針
と
な
る
新
総

合
計
画
に
あ
る
数
多
く
の
米

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
会
町
民
が
参
加
し
た
明
る
い

町
政
の
運
営
を
図
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
前
町
長
が
築
か

れ
た
基
盤
と
体
制
を
尊
重
し
な
が
ら
、

必
な
り
の
創
意
と
工
夫
を
加
え
つ
つ
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
笑
い
、
共
に

枕
け
る
混
か
い
心
の
通
・
フ
町
政
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
、
健
か
で
活
力
あ
ふ

れ
る
郷
ヒ

「
あ
さ
ひ
」
の
実
現
を
目

指
し
て
全
力
を
制
作
し
て
ま
い
り
ま

す
。商

工
業
の
活
性
化

関
係
団
体
と
協
議

質

問

町
民
は
、
公
約
の
中
で
、

府
間
工
業
の
活
性
化
を
う
た

っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
例
を
ゆ
す
な
ら

小
川k
店
舗
を
合
同
し
た
大
閉
店
舗
化

や
遊
路
の
拡
幅
、
さ
ら
に
は
数
単
肌
切

の
設
訟
な
ど
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
地
策
を
滋
じ
ら
れ
る
お
考
え
な

の
か
。

答

弁

商

L
支
の
活
性
化
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
「
活
気
と
魅
力

に
渦
ら
た
ま
ち
」
づ
く
リ
に
大
変
電

裂
な
総
策
で
す
。

n
H
体
的
に
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た

「川
明
日
町
新
総
合
計
幽
」

に
加
、
ぇ
、
本
年
仰
は
か
ら
新
た
に

『
ガ

ン
検
診
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
保
健

セ
ン
タ
ー
と
の
述
絡
を
密
に
し
て
、

保
健
活
動
の
推
進
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い

ま
す
。

教
育
環
焼
聾
備
の
方
針

答
申
を
尊
重

質

問

教
脊
環
境
の
鐙
備
は
、
納

臼
町
に
と

っ
て
教
育
効
川
市
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
町
民
名
伎
の
理

解
と
A
H
立
に
よ
っ
て
来
リ
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
ぷ
組
で
す
．

救
行
環
境
税
制
の
根
本
的
な
鋭
与
え

い
刀
と
決
意
は
。

答

弁

今
年
の

2
月
、
議
会
の
象

認
を
得
て
、
「
朝
日
町
立
小
学

校
教
育
環
境
務
術
審
議
会
」
の
委
只

を
委
嘱
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
山払は、

得
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら
も

地
械
の
皆
さ
ん
と
十
二
分
に
対
話
し
、

教
育
的
立
場
を
第

一
義
と
し
て
統
合

を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
導
入

今
年
度
に
導
入

質

問

私
は
滋
会
開
会
の
た
び
に

パ
ソ
コ
ン
導
入
の
必
婆
伎
を

指
摘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
他
町

で
は
す
で
に
持
入
さ
れ
、
そ
の
有
効

性
が
新
聞
等
に
仰
向
滅
さ
れ
て
い
ま
す
・

わ
が
町
の
行
政
改
郡
大
刷
酬
の
中
に

も
パ
ソ
コ
ン
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い

に
法
づ
い
て
活
性
化
対
策
を
滋
め
る

ニ
と
を
基
本
と
い
た
し
ま
す
が
、
関

係
団
体
と
も
協
織
し
な
が
ら
、
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
微
力
的
な

運
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

保
育
料
の
引
き
下
げ

経
費
節
減
に
努
力

質

問

昭
相

ω年
度
の
保
管
制
糾
の

保
唱
場
者
負
何
一
は
、
平
均
月
額

で
1
7
‘
5
3
2
円
で
し
た
が
、
引
年

度
で
は
、

9
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
l
、
6

2

5
川

mM聞
き
れ
‘

1
9
、
1
5
7
川

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
は
特
例

的
舟
山
か
・
句
入
品
川
さ
せ
ら
れ
会
い
ん
朱

泌
が

mえ
て
き
て
い
ま
す
。

ニ
の
よ

う
な
現
実
を
々
邸
し
て
、
山
山
年
度
の

保
有
料
を
引

S
．
ト
げ
る
わ
ね
民
り
え
は
な

し
カ

答

弁

保
占
H
料
は
、
家
政
の
所
川川

艇
に
よ
っ
て
柑
持
出
し
て
い
ま

す
・

た
だ
し
、
特
別
な
市
中
間
等
が
あ

る
場
合
に
は
減
免
の
総
出
も
議
じ
て

い
ま
す
・

今
後
は
、
同
官
邸
白
円
相
刊
の
引
き
下
げ

等
に
よ
リ
、
ぷ
入
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
保
有
の
質
的
向
上
に
努
め

な
が
ら
も
飯
力
経
費
を
節
減
し
、
保

育
制
刊
の
抑
制
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
・

な
お
、
引
年
度
の
保
育
料
引
き
下

げ
に
つ
い
て
は
、
凶
縦
で
あ
り
J
均

値

mを
制
帽
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

る
が
、
そ
の
笑
施
時
期
は
。

答

弁

パ
ー
ソ
ナ
ル

・
コ
ン
ビ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

行
政
改
革
大
綱
に
も
加
え
、
事
務
事

業
の
見
直
し
の
一
環
と
し
て
パ
ー
ソ

ナ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
と

積
極
的
な
活
用
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
、
今
年
度
中
に
一
台
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
処
理
事
務
は
、

当
面
予
算
関
係
事
務
に
活
用
し
た

い

と
邑
与
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

新
総
合
計
画
の
中
で

質

問

選
挙
公
報
の
中
で
町
長
は
、

二
千
年
国
体
の
値
目
を
誘
致

す
る
た
め
に
一
大
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
取
り
組
む
と
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
新
総
合
計
画
の
中
に

ど
の
よ
う
な
位
読
づ
け
を
さ
れ
る
の

A
H

．
 

答

弁

ね
は
、
二
千
年
団
体
が
尖

攻
す
れ
ば
、
当
町
に
漉
し
た

純
白
の
誘
致
を
目
指
し
た
「
例
日
町

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
の
椛
逃
と
と

む
に
全
凶
レ
ベ
ル
の
優
秀
な
巡
手
を

特
養
「
有
磯
苑
」
入
所

負
担
額
は
全
国
統

質

問

今
年
の

4
月
1
日
に

オ
ー
プ
ン
し

た
袴
別
養
護

老
人
ホ

l
ム

「
有
磯
苑
」

は
、
日
人
ま

で
入
所
出
米

ま
す
が
、
間
悦

ト
仇
ま
で
の
入

所
お
は
汁
脳

会
ト八
さ
く
ド

川
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
入
所
行
の
本
人
れ

州
と
似
ぬ
い
引
れ
卯
の
二
品川仇
H
M判

制
度
に
よ
る
銭
前
的
な

m．
山
が

以
附
に
な
勺
て
い
る
と
附
ゃ
い
ま

す
。
「
わ
制
機
先
」
の
尚
床
に
向

け
て
、
今
後
ど
の
よ
・
ヲ
な
地
策

を
講
じ
ら
れ
る
わ
ね
つ
も
り
か
．

答

弁

符
別
受
可
哲
也
人
ホ

i

ム

「有
機
先
」
の
人
所

者
は
、
四
叫
ト
代
制
人
で
す
。

ご
抱
摘
の
入
所
者
の
扶
養
義

務
者
の
負
加
刊
に
つ

い
て
は
、
留

で
統
一
し
て
お
り
‘
他
の
符
別

愛
護
老
人
ホ

l
ム
の
徴
収
額
と
向
ヒ

微
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
広
報
や
民
生
委
員
等
を

通
じ
、

「ル
付
機
苑
の
理
解
に
努
力

行
成
す
る
た
め
、
施
設
絡
協
に
努
め

た
い
と
々
、
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

関
係
諸
団
体
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

新
総
合
計
画
に
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

宅

地

分

議

今
後
も
積
極
的
に

質

問

中
隊
町
凶
地
の
分

aは、

当
初
ね
区
幽
と
の
説
明
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
町
守
口
住
宅
入
M
附

品
引
を
岡
山
先
す
る
と
い
う
特
別
枠
が
あ

る
と
聞
き
、
帥
叫
制
附
し
た
と
こ
ろ
、
也

記
り
分
附
慨
が

7
ぽ
一
州
、

一
般
分
必
が

8
区
画
、
町
営
住
宅
入
居
者
の
特
別

枠
が

8
区
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

町
営
住
宅
入
居
者
の
優
先
分
譲
が

今
後
の
宅
地
分
譲
に
影
響
し
な
い
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
宅
地
造
成
計
画

の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

－
讃
会
だ
よ
り

＠

2
号
）

O
昭
和
創
年
度
朗
日
町
同
氏
帥
間
以
似

険
診
療
地
設
笹
川
診
療
所
特
別
会

計
補
正
4
3
算
（
第

2
号
）

O
昭
和
印
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
境
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
M
F
J
）

O
昭
和
的
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
山
崎
診
療
所
特
別
会

計
矯
正
予
算
（
第

2
号
）

O
昭
和

ω年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
社
補
正
予
算
（
第

6
号
｝

O
朝
日
町
各
紙
恒
委
只
会
委
只
仙
寺
の
鍬

酬
H

且
ぴ
費
刷
弁
償
支
給
粂
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件

O
例
日
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件

4月1自にオープンし疋「育磁苑J’

請
願． 
陳
情

採

択

に

な

っ

た

も

の

む
わ
が
凶
終
業

・
州
岡
村
の
将
米
万
向

の
明
帥
略
化
な
ら
び
に
米
殺
政
策
の

縫
丘
、
昭
如
刊
引
年
応
米
の
政
府
民

入
悩
絡
、
昭
如
刊
引
年
度
変
の
政
府

買
入
価
絡
な
ら
び
に
去
作
仮
興
対

策
の
緩
立
に
つ
い
て

O

「寝
た
き
り
乏
人
用
搬
送
車
」
の

賎
人
に
つ
い
て

継
続
審
査に

な

っ

た

も

の

O
W
人
軍
属
国
芯
欠
省
の
的
動
資
助
成

に
つ
い
て

O

非
篠
資
苫
」
に
つ
い
て

の
住

喧

毛
供
給
公
社

－

で
造
成
さ
れ

一

て
い
る
出
T
W枚

目

町
団
地
は
、

一

ー

住
宅
用
地
お

ん

薗

区
画
、

公

園

’

g
411闘

用
地
が

1
区

司
蝋

色

与

画
と
な
っ
て

L
宮
司

い
ま
す
。
内

守

a間
際
』

ぷ
は
、

一
般
分
泌
が

8
M｝削、

也市

宅
地
分

A
が

7
K州
、
公
共
併

剛

容

益

者

の

M
r
Z
Aが
8
k
側

函
で
す
．

ご
指
摘
の
凶
問
先
分
線

。

に
つ
い
て
は
、
町
川
村
住
宅
脇
町

住
宅
の
桟
件
恥
裟
に
伴
、
？

h

品川泌

者
に
対
し
、
住
宅
金
融
公
開
州
法
の
鋭

定
に
よ
り
優
先
分
哨
附
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
今
後
の
宅
地
造
成
に
つ

い
て
は
、
中
桜
町
団
地
の
入
居
申
し

込
み
等
を
見
極
め
な
が
ら
綴
依
的

に
推
進
し
た
い
と
々
え
て
い
ま
す
。

答
弁

永
年
勤
続
議
員
を
表
彰

山
間
政
次
氏
は
、
朝
日
町
議
会
綴

員
と
し
て
却
年
の
長
さ
に
わ
た
り
、

地
方
自
治
の
娠
興
と
町
政
発
厳
に
口
州
、

カ
さ
れ
た
た
め
、

6
月
幻
日
か
ら
閉

会
さ
れ
た
昭
和
白
年
－

m
2刷
制
臼
町

議
会
定
例
会
で
、
級
決
を
も
っ
て
栄

え
あ
る
制
口
町
演
会
主
制
M
W
を
受
朴
い
さ

れ
ま
し
た
・

－
昭
和
的
年

8
月
号

。



町長

発
表
の
機
会
を
多
く

（
臼
歳

・
泊）

町
長
と
の
対
話
、
ひ
ざ
っ
き
合
わ

せ
て
の
政
治
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
あ
り
、
重
要
で
、
民
主
政
治
の
原

点
で
あ
る
と
患
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
笑
施
し
て
い
く
た
め

の

一
つ
の
方
法
と
し
て
、
広
報
「
あ

さ
ひ
」
な
ど
に
、
い
ま
、
町
長
自
身

が
何
を
感
じ
、
何
を
思
い
、
何
を
し

よ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
機

会
多
く
発
表
さ
れ
る
こ
と
も
良
い
の

で
は
。

司．

お
答
え
し
ま
す

広
報
あ
さ
ひ
を
充
実

町
政
は
町
民
の
た
め
の
も
の
で
あ

る
以
上
、
町
が
か
か
え
て
い
る
問
題

。 朝日町社会幅祉協踊世は瞳§んと共に地唱の

掴祉向」ニ~自描す福祉団停です．
輔自町福祉センター内 官制 OS16

占
…
や
問
が
こ
れ
か
ら
進
も
う
と
し
て

い
る
方
向
を
町
民
の
方
々
に
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
町
政
を
あ
ず
か
る
者

に
と
っ
て
当
然
の
義
務
だ
と
患
い
ま

す。
と
こ
ろ
で
、
広
報
あ
さ
ひ
は
、
町

政
と
皆
さ
ん
方
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
と

し
て
機
能
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
、
そ
の
、
支
旨
に

の
っ
と
り

「
広
報
あ
さ
ひ
」
の
充
笑

に
努
め
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ご
指
摘
の
主
旨
に
添
う
よ
う
、

町
政
の
進
む
べ
き
方
向
を
さ
ぐ
る
か
特

集
H

や
ρ
対
談
u

あ
る
い
は
。
町
長

へ
の
た
よ
り
。
の
回
答
を
掲
載
す
る

な
ど
、
広
報
あ
さ
ひ
の
一
一
層
の
充
実

に
努
め
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
町
政

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
配
恕
し

た
い
と
恩
い
ま
す
。

ご
と
に
設
叩
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

司．

お
答
え
し
ま
す

公
図
墓
地
の
建
設
と
し
て
、
鋭
意
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
墓
地
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
地
区
の
理
解
が
得
に
く

く
、
建
設
ま
で
相
当
の
時
間
を
必
要

と
し
ま
す
。
ご
理
解
を
わね
願
い
し
ま

す
。謹

国
神
社
奉
賀
会
費

（
伺
歳

・
五
箇
庄
）

毎
年

5
月

1
6月
に
町
内
会
を
通

じ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
春
季
福
枝
募

金
の
中
に
、
県
議
国
神
社
奉
賛
会
費

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
の
募
金
の
中

に
、

一
宗
教
の
会
資
を
含
む
の
は
ど

ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。

新
聞
等
で
他
市
町
村
が
行
っ
て
い

る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
日

町
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
と
思
う
と
ガ

ツ
カ
り
し
て
い
ま
す
。

明
る
〈
、
自
由
あ
る
郷
土
朝
日
町

に
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
制
度
の
変

更
を
期
待
し
ま
す
。

‘’ 

お
答
え
し
ま
す

や
ま
び
こ
通
信
箱
を

（
日
歳

・
泊）

年
一
回

「
広
報
あ
さ
ひ
」
と
一
緒

に
送
ら
れ
て
く
る
「
や
ま
び
こ
通
信
」

の
用
紙
。
町
民
の
生
の
声
を
聞
く
と

い
う
こ
と
て
は
、
現
在
の
制
度
も
良

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
年
に

一
回

で
は
、
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や

意
見
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
思
い
つ
い
た
と
き
、
い

つ
で
も
意
見
を
書
い
た
用
紙
を
出
せ

る
よ
う
に
、
や
ま
び
こ
通
信
箱
（
ポ

ス
ト
）
と
そ
の
記
入
用
紙
を
、
町
内

設

置

検

討

を

改
善
に
向
け
横
討

ご
指
摘
の
県
議
国
神
社
怨
焚
会
の

会
授
を
含
む
審
学
福
祉
募
金
は
、
朝

日
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
笑
施
し
て

い
ま
す
e

会
費
の
徴
収
に
つ

い
て
は
、
永
い

間
続
史
も
あ
り
、

一
朝
一
夕
に
は
い
か

な
い
簡
も
あ
り
ま
す
が
、
改
普
に
つ

‘J f三.=!f.':i
ドよと一～－a；／／＇べ
’ 闘 争 で－：：：：：：－～」

家庭看護講習会を実施
6月JO日‘福祉センターで家庭.fi・;ri盟議

営会が聞かれ， 日赤富山病院氷見総長の

講義の後．笑技として，シーツや泌間活

の交換の仕Jiなどを学びました。

町
政
を
進
め
る
う
え
で
、

住
民
の

生
の
声
を
附
く
こ
と
は
最
も
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
基
本
唆
念
の
も

と
に
「
や
ま
び
こ
通
信
」
を
実
施
し

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
現
行
制
度
で

は
。ご
指
摘
の
よ
う
に
年
一
回
と
い
う

制
限
も
あ
る
た
め
、
ご
提
案
の
主
旨

に
添
う
よ
う
、
と
り
あ
え
ず
は
公
共

施
設
等
に

「
や
ま
び
こ
通
信
箱
」
を

設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
リ

た
い
と
患
い
ま
す
。

共
同
墓
地
の
建
霞
を

（
糾
歳

・
泊
）

朝
日
町
に
は
共
同
墓
地
と
い
う
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品
目
か
ら
住
ん
で

い
る
人
は
、
皆
川
描
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
よ
う
に

よ
そ
か
ら
来
た
者
は
、
基
を
作
り
た

く
て
も
そ
の
用
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
共
同
墓
地
を
造
成
し
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
他
に
、

回
歳
の
泊
の
カ
か
ら
も
同
内
答
で
通

信
が
届
い
て
い
ま
す
。｝

－I
ll
11
1
お
答
え
し
ま
す

建
設
ま
で
時
聞
が
必
要

共
同
墓
地
の
建
設
に
つ
い
て
は

ま い ．
tて や
二笠 ま
丞rg 
熊て 」
をま 涌
。ピ 信

~ ~ 
L、E百s。

棚
山
祢
道
の
草
刈
り
を

（
臼
歳

・
山
崎
）

梅
雨
期
に
入
り
、
棚
山
林
道
の
左

右
は
草
で
い
っ
ぱ
い
で
、
交
通
よ
危

険
で
す
。
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
も
あ

る
こ
と
で
す
し
、
草
刈
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

司．

お
答
え
し
ま
す

整

備

努

力

当
該
林
道
は
、
国

・
崎町

・
町
道
と

異
り
山
地
を
通
る
た
め
、
道
路
の
総

進
上
の
制
約
を
受
け
、
車
両
の
通
行

に
注
意
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

田
年
度
か
ら
路
面
舗
装
の
促
進
に
努

め
つ
つ
、
路
面

・
路
肩
の
繍
修

・
側

溝
の
整
備
及
び
箪
刈
り
世
帯

e

を
笑
施
し
、

交
通
安
全
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
と
も
ご
指
摘
の
主
旨
に
添

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
や
ま
び
こ
通
信
」
は

行
政
が
気
付
か
な
い
、
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
に
根
ぎ

し
た
貴
重
な
ご
意
見
を
聞

く
制
度
で
す
。
朝
日
町
を

繁
晴
し
い
町
に
す
る
ご
意

見
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
は

ω配
ご
と
相
談
所
ヘ

心
配
ご
と
相
談
所
と
は
、
心
配
ご

と
を
持
つ
人
な
ら
誰
て
も
ど
ん
な
問

題
で
も
気
料
に
相
談
で
き
る
窓
口
で
、

相
談
只
は
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
昭
和
的
年
度
に
は
全

部
で

M
件
の
相
談
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
初
urけ
は
財
産
問
題
、

次
い
で

u
rの
交
通
事
故
、
線
婚、

人
総
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
中

に
は
、
絞
純
化
し
た
錐
問
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
は
専
門
の
機
関
へ
橋

波
し
を
し
て
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

V
毎
迎
火
凶
日
午
後
l
時

1
4
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

ま
た
、
行
政
、
人
権
、
婦
人
、
母

子
、
税
務
、
法
律
な
ど
と
の
合
同
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
日
間
住
は
、
広

報
あ
さ
ひ

「
お
知
ら
せ
か
わ
ら
販
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
、
町
社
協
（

g
m
1
0
5
7
6
）へ。

・
昭
和
例
年
8
月
号
＠



生活必需品価格
6月分調査 （ ）｛主新IFl比

~ 名 価 絡 平均

台 戸斤 用 洗 1ill 
円 111 

（中性洗剤・380mt)
225 ｛ー%~

ティシュペーパ ー
140～158 152 

(400枚紙箱入り） {+JI) 

トイ レ y トペーパー
220～298 

262 
（自主紙ロール4f酎且） (+55) 

米
4,880～4,890 

4,883 
（うるち米 ・自主流通米） (+ 3) 

食
,, 

ン 157 
｛普通品.1本）

140-170 (+ 7) 

牛 肉
380-420 393 

（中肉・もも IOOg) ( 0 ) 

豚 肉
168～190 

183 
｛中肉・ももJOOg) (+ 4) 

て7 If ン 348 
( 1箱｝ 318～368 ( +57) 

鎗 ll1! 
168～180 

176 
(Mサイズ10偲｝ (-8) 

た ま f2 ぎ
130-200 168 

｛普通品 lkg) (+ 5) 

I! ll L、 し よ 272 
｛普通品 1kg) 

230-298 { JI) 

キ べ－
J、，、 、y 133 

（普通品 lkg) 
100-150 (-50) 

人 参
400～450 

417 
（将J泊品lkg) ( 0 ) 

し よ フ i曲
480～500 

492 
( 1.8 tピン入） （一t2) 

み そ
278～335 

314 
(JE.袋 rkg) (-1) 

ソ 一 ス
( 1~6) 

（~ · 360mt) 
178-200 

食 用 治
480～580 

537 
（サラダ治・1.seピン入り） {-16) 

tT I由
J,152～1,250 1.191 

（配達 .18l) (-2) 

If ソ ン
132～140 

136 
｛無事告レギラー・lt鍋売り｝ (-3) 

前 野
elね機（;fいないし安値で推移しました．

県
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然
保
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試狩空
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側』

富
山
営
林
署
か
ら

あ
な
た
も
緑
の
オ
ー
ナ
ー
に

国
宥
林
の
分
収
利
川
林
で
す
。
幻
年

1
初
年
た
っ
た
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
綴

休
を
育
て
る
契
約
を
し
、
定
め
た
時

期
｛
初
年
1
初
年
後
）
に
立
木
を
版
先

し
て
、
そ
の
収
益
を
分
配
し
ま
す
。

管
理
は
、
図
が
責
任
を
も
っ
て
行

い
ま
す
。

一
口
、
印
万
円
で
何
口
で
も
可
。

団
体
、
法
人
を
聞
い
ま
せ
ん
。
国
が

自
ら
の
公
募
で
す
。
安
心
し
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
富
山
営
林
箸
（
含
0

7
6
4

’M
R
4
9
3
1
）
へ
。

初
め
て
狩

猟
を
し
よ
う

と
す
る
人
や

現
伝
受
け
て

い
る
狩
録
免
許
と
興
っ
た
免
許
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
と
し
て、

狩
鍬
免
許
試
験
（
甲
段
、
乙
経
、
丙

綬
｝
を
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
刊
M

日
｛
火
）

午
前

ω時
1
午
後
5
時

会
場

ん
口
岡
山
川
町
民
会
館

4
0
l
号
本

ま
た
、
向
山
削
除
鍬
友
会
で
は
、
的刊

紙
免
符
受
検
串
刊
に
対
し
、
ぷ
わ
山
の
日

刊刊
で
A
例
会
を
尖
施
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月

9
u－

ω
u

会
場

富
山
県
民
会
館
5
0
9
サ
室

申
し
込
み

8
月
5
B
｛
火
）
ま
で

詳
し
く
は
、
役
劫
農
林
水
施
ぷ

・

林
政
係

｛
倉
田
1
1
1
0
0
｝
へ
。

県
税
務
課
か
ら

自
動
車
税
を
抗
し
な
い
た
め
に

自
動
挙
制
悦
は
、
毎
年
4
月

1
日
現

国民年金

私の質問箱
l同 l~年金の被保険者の範囲が変

わるとltlliきましたカペどうなった

のでしょうか。

問

覚
せ
い
剤
の
追
放
置

8月のけんこう

を
市
』
回
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

代
に
、
健
康
な
体
を
つ
く
リ
、
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
簡
単
な
よ
う
に

み
え
ま
す
が
、
実
は
大
変
困
維
に
な

一

…

っ
て

い
る
の
で
す
・

・44，

．
 

；
ト

リ

ぃ

・コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
気
に
な
り
だ

：
 

ム
ペ下

泰

…

し
た
ら
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

《語片山「一一

1

…
①
生
活
の
仕
方
を
変
え
る
・

民

需

主

ぃ

O
た
ば
こ
を
や
め
る
。

・4連
斗

l
…

o
肥
満
を
直
す
。

主
ミ
）
lf

o運
動
を
す
る
．

…
②
食
事
内
答
を
変
え
る
。

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い

で
す

…

0
脂
肪
の
質
と
量
を
考
え
る
。

ね
。
下
げ
な
い
と
成
人
病
に
な
り
ま

…

0
規
則
正
し
い
食
事
を
。

す
よ
」
健
康
診
断
で
こ
ん
な
言
葉
を

い

簡
単
な
こ
と
の
よ
う
で
、
い
ざ
笑

掛
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

…
行
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
か
な
か
実

か
と
思
う
と
、

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
一

行
で
き
な
い
こ
と
で
す
が
、
自
分
の

が
低
く
て
良
か
っ
た
」
と
健
康
手
帳

…
健
康
を
守
る
た
め
、

頑
張
っ
て
実
践

を
見
て
胸
を
な
で
降
ろ
す
人
も
い
ま

…
し
て
く
だ
さ
い
。

す
．

…

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
そ
れ
ほ
ど
人

…

震

の

献

血

々
を
一
将

一
憂
さ
せ
る
の
は
会
ぜ
で

…

し
よ
う
か
。
そ
の
埋

山

は

．

コ

レ

ス

…

協

力

者

名

6
月
実
総
八
万

テ
ロ

l
ル
が
成
人
病
の
す
べ
て
に
附

…
境
地
区

水
品
隆
司

係
し
て
お
リ
、
特
に
心
筋
縦
遂
な
ど

．
宮
崎
地
区

嘉
義
品
目
且
美

f

循
環
器
系
成
人
病
、
す
な
わ
ち
心
臓
病

・
泊
一
区

島
田
誠
一

、
湯
島
総
彦
、

に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

…

青
木
功
、
中
川
彩
、
草
野
晴
美

そ
の
心
陪
臓
病
は
、
戦
後
一
賞
し
て

・
泊
二
区

大
平
与

一
、
長
津
雅
子
、

増
加
し
絞
け
て
い
ま
す
。
心
疾
患
の

一

脇
山
皐
佳
、
岡
本
範
チ
、
深
松
加

死
亡
率
は
、
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
は
、
一

奈
窓

人
口

ω万
人
に
対
し
て
印
人
台
で
し

…
泊
三
区

総
一
則
、
中
島
万
之
、
宮

た
が
、
そ
の
後
急

mし
、
開
年
に
は

い

本
ふ
み
よ
、
尚
依
光
男
、
銃
口
沖
袋
、

1
1
1
人
と
2
似
泣
く
に
跳
ね
上
が

…

竹
中
千
成
、
佐
渡
秀
勝
、
宇
野
治

A
7
．

ω年
の
川
九
州
版
依
で
は
、
つ
い

…

必

に
航
胤
行
狭
山必
を
ぬ
い
て
約
2
似
に

…
五
箇
庄
地
区

間
時
間
多
”
は
H
f
川
内

な
り
ま
し
た
・
そ
の
原
闘
は
、
食
ル
ー
…
存
彦

吋
山
の
符
風
化
に
よ
る
心
臓
機
能
の
低

南
保
地
区

米
花
礼
子
、
大
森
附
師、

下
、
さ
ら
に
は
太
り
過
ぎ
に
よ
る
心

一

谷
川
智

民
へ
の
ね
仰
の
納
加
、
ス
ト
レ
ス
の

…
山
崎
地
区

山
本
勝
明
、
安
述
忠
、

増
大
な
ど
が
複
合
．
決
闘
と
な
っ
て
、

…

野
町
将
由
民

心
U
R
出
怖
を
地
加
さ
せ
て
い
る
と
み
ら
い

大
家
庄
地
区

川
上
千
緑
、
稲
国
内
初

れ
て
い
ま
す
。

一

降
、
総
悶
朋
チ
、
必
図
版
行
、
水

現
代
は
、
卯
飽
食
の
時
代
H

と
い
わ

…

野
真
紀
子
、

k
ロ
田
敏
制
、
大
久
保

れ
、
お
金
さ
え
山
山
せ
ば
何
で
も
好
き

…

w
m
f‘
白

井

勝

以

上

初

名

な
む
の
が
食
べ
ら
れ
る
肢
の
山
中
で
す
。

…
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

二
の
飽
食
が
か
え
っ
て
現
代
人
の
健
康

い
た
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

気
に
な
っ
た
ら

答 改』E ~去の被保険frの範閤｛ふ次
のと必 1）となりました。

強制加入被保険者

①tll l lj-被｛以険fi・

j込~や ｜’I ＇；：＼・lU守とその配偶者、 サ

ラリーマンの奥さんでも夫の扶養に

なっていない人などで， 日本医l内に

住所を11する年齢20歳以上60員長米i誌

の人．

②m2り・被保険お

I写生年金保険｛船員保険を含む｝

各州共済＊ll｛干の彼保険者本人 （茨役

のサラリーマンなど）

③;.13ザ被保険者

l'／.生年金保険（船員保険も含む）

J刊RJUi'iMl｛干の被扶養配偶者で， 日

本l民i内に住所を有する20級以上60織

ぷi1:qの人（．現役のサラリーマンなど

の被以後円以ぬお）

任意加入被保険者

① H '1>:1Kl1勾にH:i升のある60歳以上65

;,)t,kiil~の人（このうち厚生年金保険‘

各的共済制l{干の被保険者本人は，第

2 ~；·被保険者として．強制l加入にな

りますJ
② 海外にイ1:1主している20歳以上65員長

ぷi鈎の日本人

③ 20段以上.60成未満の学生

＠ 被Hlfi年金制度 （厚生年金．共済

年金など）の~鈴（退職）年金の受

給航行．

－
く
ら
し
の
情
報
室

。
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は

マ
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＆

申

洗
た
く
機
）

一

2
『
イ
ラ
ス
ト
で
見
る
日
本

叫

史
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会
ロ
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小
学
5
年
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）

日
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ノ

l
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（
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－
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l
シ
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ズ
ン
似
則
・

…
求
め
て
い
ま
す

一

マ
足
ふ
み
ミ
シ
ン
（
古
い
も
の

日

で
も
よ
い

）

意
問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
、
総
務
線
広
報
係
へ
。

ま
た
、
「
譲
り
た
い
も
の
」
や

『求
め
た
い
も
の
」が
あ
れ
ば
、

同
じ
く
総
務
謀
広
報
係
（
倉
田

”
－

1
0
0
内
線

2
0
4
番）

ま
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

譲
り
ま
す

「催
眠
商
法
」

の
手
口

「趨
安
売
り
」
「
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
」
な
ど
と
触
れ
回

っ
て
、
地
域
の
主
婦
な
ど
を

建
物
の
一
円
遂
に
集
め
、
一
冨
業

巧
み
に
目
的
の
商
品
を
売
り

つ
け
る

「
催
眠
商
法
」
と
い
う

の
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あ
る
。

mm眠
術
で
も
か
け

る
よ
う
な
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の

手
慣
れ
た
先
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込
み
言
楽
に
つ

い
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
。

東
京
の
独
り
怒
ら
し
の
女
怜

.:e: ~ 

Jii1一一一ー一一一…一法
A
さ
ん
は
「
卵

ω例
を

5
円

で
光
る
と
点
で

η
伝
し
て
凶

っ
て
い
る
わ
よ
L

と
友
迷
に

＆

主

誘
わ
れ
て
、
町
内
会
事
務
所

－－
a
へ
出
向
い
た
。
集
ま
っ
た
約

一

ω人
の
主
婦
た
ち
に
対
し
、

－

セ
ー
ル

ス
マ
ン
は
宣
伝
通
り
に

日

卵
を
売
り
、

「
こ
れ
は
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レ
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一

ン
ト
」
と
、
し
よ
う
ゆ
や
テ
ィ

一

y

ン
ユ
ペ
ー
パ
ー
も
配
っ
た
。

日

そ
ニ
で
何
人
か
は
M
っ
た
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…

「
ニ
の
町
の
人
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や
っ
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り

一
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」
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…

に
J
わ
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な
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っ
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一
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…
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。
ど
こ
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い
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ま
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そ
ば
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座
れ
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足
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伸

一
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ま
ま
の
人
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一
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と
、
総
具
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忠
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線
作
す
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一
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」
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ぶ
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ん
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篤
い
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い
る
と
、

情
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康
に
な
り
た
い
人
に
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司
A
R

る
」
と
言
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、
挙
手
し
た
人
に

a
E叫

配
っ
た
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A
さ
ん
も
、
総
兵
を

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、

色
＋
晶

家
に
帰
る
際
「
3
9、
8
0
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a
だ
か
ら
」
と
d
わ
れ
た
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話
が
述

一

う
と
モ
ゴ
モ
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て
い
る
と
、

一

効
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を
並
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た
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w
N
わ
さ
れ
て

日

し
ま
っ
た
。
あ
と
で
似
い
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が

日

分
か
ら
ず
返
品
し
よ
う
と
し
た

日

が
：：：
＠（
消
切
ポ
ユ
A
l
え
か
ら
）

・
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和
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年
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スポーツ大会成績6月18日～7月17日
硬式庭琢（雨のため拍選）

朝日ローンテニスクラブ（一般男子）

野球（雨のため納滋）

境クラブ

ソフトボール（悶のため抽選）

レy ドスパローズ（一般男子）

中学の部
バレーポール 朝日中学校 （女子）

パスケットポール

朝日中学校 （男子）

バ ドミントン 朝日中学校（男・女）

倒人 （絞）長崎真弘 ・水島雄二組

II （単） 右井不二失

II （単） 笹川Sf.紀子

サッカ一 朝日中学校

新体操 側人総合南 茂和子

卓球

個人

初の女子ソフトボール大会

6月16日 （月）．山崎の山村広場

で，第 1回朝日町女子ソフトボール

選手権大会が開催されました。争~Jの

大会とあって参加チームは 2チーム

と少なく今後新チームの参加が期待

されます。

レモン？？ーズ3-2フレγシュファイターズ

V白書書したま式会ガ展開された

商産を中心とした~産農家5 戸と提携

して家畜ふん尿の供給を受け，集積所

で十分に発彬 ・総数させたあと．刈り

取りの終ったほ場に散布するものです。

計画て1ム毎年60ヘクタールのほ場

を自僚に散布し， 3年サイクルで＇） If員次

散布し，地力の回復を図っていくこと

にしています。

6月25日
朝日中学校プール完成

男子 下沢守

II 女子高畑星加

剣道 朝日中学校（努・女）

個人 小坂雄二

柔道 朝日中学校（団体）

偶人47kg級 上野博志

II 55kg級 中島幸谷幸

II 65kg級南保徳、双

II 78kg級立花直人

II 78kg超級藤井章者

陸上

女子 100:;;: 小林幹子

女子 200:;;: 小林幹子

男子走り幅とぴ 図畑力也

女子 400：；；.リレー

管向f.j美和 ・白井正美

松本待子 ・小林幹子

水泳

女子100：；；.自由型

女子100：；；：背泳ぎ

小林文子

背嶋美和

剣道 朝日剣道協会A（一般男子）

ノ〈レーボール

白鳥クラブ（一般女子）

治クラブ（婦人）

朝日クラブ （壮年男子）

パスケットポール

泊クラブ（一般女子）

1,500:;;: 伊藤政博

s,ooo:;;: 伊藤政縛

上不勝美

（一般女子シングルス）

バドミントン 狩谷進

（一般男子シ ングルス）

軟式テニス 瀬沼路子 ・藤田順子組

（一般女子ダブルス）

第33回
下新川郡民体育大会
朝日町選手成績 （優勝のみ）

...詳細に審査する審査員

国コン クールが行われました。

このコンクールlム児塗たちにすとや

緑を愛し脊てる楽しさを知1ってもらお

うと毎年行っているものて＼花と紋の

銀行頭取やグリーンキーパーら15人が

若手流にあたり ．マイクロパスで各校を

訪ー問し，：：（E債を見て回りました。

審訟の結果．大家庄小さま’t校の：（l'.)flが

金1tに線きました。

Vどうしようーーまだ失敗

一般の部

上

球

隆

卓

ア月11日
朝日町ゲートボール大会

この日午前 8時30分から町教育文化

会館グラウンドて＂ ，28チーム約 200人

が参加 して，第 4回朝日町ゲー トボー

ル大会が開催されま した。

とこ ろで，今回はお年寄りにまじっ

て，30～40

代の主婦チ

ームも出場

し，会場を

沸かしてい

ました。

優勝

j白一区A

次勝

南保B

参勝

機＊

ア月？？白
学校花壇コンクール

この日午前9時から小 ・中学校の花

成
申
守
山

占
M所

臼
晴

3
M
M
 

月
川

ア
た

簿一一企他力戸ツブの決め手、たい肥集積所

大家J.t農協では，は場ーの地力ア y プ

で農作物の.！＇（＂： 収を図ろうと ，約 850万

円を殺じて．たい月E集積所を建設しま

した。

これは，近年．化学肥料と幾緋の機

械化の普及などで.Ii場ーの1席肌合起の

不足から地力が弱ま 1).農作物が天候

や病害虫に大きく左毛｛されるよ うにな

ったため，その抜本対策として．例日

...テープカットをする魚津町長

朝日中学校に待望のプールが完成し．

この日午後 3時からま愛工式が行われま

した。

プール（j.＇半地下埋設型スラブデノ

キ式（材質－ F・R・P｝で＼校舎東

側ljに造られました。

規模iま， 25::7コース （プール本体

＊商積375.21平方：；｝が取れるプール

本体のほか，男女更衣室，便所，機械

室の入った管理棟も放置されました。

総工費は約 6,280万円でした。

6月26日
能都町婦人会と交流

石川県能都町婦人団体協議会19人と

朝日町連合紛人会18人の交流研修会が

V熱，~，，こ討議する参加者
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朝日町立中央図書館
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6月10日～7月10日

・宮崎の前川日出雄さんから富崎小学校

へ自作の大画 l幅の寄付がありました。

・宮崎地区体育協会さんから宮崎小学校

へ，置時計 l台，スリッパ10足， トロ

フィ 4器の寄付がありました。

・泊め略図利勝さんからj白小学校へ，グ

ラウンド紋送設備一式，ビデオカ メラ

一式，プレーヤーなど（50万円相当）

の寄付がありました。

・陶保の道用E脅さんから笹川小学校へ，

一輪車10合 （15方向相当）の寄付があ

りました。

• i自の清水i前さんから泊小学校へ、 ワー

プロ 3台及びOAデスク，イスなど一

式 （1'011, 300円相当）の寄付があ りま

した。
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時
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「最
終
似
に
間
に
合
え
ば
」

林
真
理
rT
者

竹内隆符）

V今年の3月に行つ疋3年生を送る会にて

昭和38年の夏休みに，東京の医学院大字

の学生が101，ほど笹川を訪れ．笹川小学校

で合宿しながら．村の小 ・中学生と交流し

ました。

対ぃ期間ではありましたが，学生たちは，

子供たちの勉強を見たり、ゲームをやった

り．海や山にチ供たちと一緒に出かけたリ．

楽 しい時を過ごしました。

そのうち．父兄の聞からこれを機会に，

組織だった会にしたらどうかという戸が出

てきました。そこで．郷土の美しい自然を

守ることを目的として，笹川のシンボルで

ある黒菱山の名を借りて．「熱愛子ども会」

と命名して，私たちの会が発足しました。

それから今日まで23年間，当初95名もい

た会員も地区の過疎化から半数以下に減少

したものの．諏訪神社のf,!；・十fi｝.小学校プー

ルのm帰，キャンプ，クリスマスの集い．

3年生を送る会，学習会とささやかながら

も多彩な行事をこなしながら，たゆみなく

継続してきています。

これからも，美しい郷土の自然を愛し．

温かいふるさとを満喫し，地域の良い伝統

を継泳してし、 ＜. t也被に線きゅした子供会で

ありたいと思います。

（黒菱こども会代表

V
T且愉川
庄
小
学
校
で
は
、
地
区
の
お

年
寄
り
を
先
生
に
綿
き
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
手
作
り
の
良
さ
や
技
術
を

学
ぼ
う
と
、
麦
わ
ら
を
使
っ
た
民
共

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
V
と
こ
ろ

で
、
指
導
に
米
ら
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
子
供
た
ち
へ
の
見
本
と
し

て
作
っ
た
ホ
タ
ル
か
ご
を
見
て
続
き

ま
し
た
。

ハ
リ
ガ
ネ
や
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
に
は
な
い
、
温
っ
た
か
で
何
か
郷

愁
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
貴
重
な

も
の
を

一
つ
見
つ
け
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
素
朴
で
昧

の
あ
る
も
の
、
い
つ
ま
で
も
残
し
た

い
も
の
で
す
。
V
広
報
あ
さ
ひ

8
月

号
を
お
届
け
し
ま
す
。

世帯数 5'090 ( 0) 計 18,617(-21)女 9.841 (- 6) 男 8.776（ー15)〔7月1日現在の人口〕


